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昨今、「人材」に積極的に投資することで中長期的な価値創造を目指す「人的資本経営」の重要性が高まり、政府による
「人的資本可視化指針」の公表など開示に向けた動きが急速に活発化し、これらの対応を進める企業が増えています。
しかしながら、本質的に企業価値を向上していくためには開示のみに留まらない「実践」を伴った人的資本経営を目指す
必要があります。日本企業が人的資本経営を推進する第一段階としては、事業戦略との連動を踏まえた人材マテリアリティ
（重要課題）の設定とその効果を適切に測るためのKGI・KPIの設定が必要です。
アビームコンサルティングは、これまで数多くの経営変革と人事変革実績によって培ってきた知見・ノウハウをもとに、人的
資本経営の核となる事業戦略と人事戦略の関連性を明確化し、実践に向けた経営・人事指針の策定を支援します。

事業戦略と人事戦略をつなぐ人材マテリアリティ（重要課題）の設定と
施策の効果を測るためのKGI・KPIの設定を通じて企業価値の向上に寄与

人的資本経営を具現化する
事業戦略・人事施策策定・連動サービス

人的資本経営が目指す姿は、人的資本が企業価値の向上に寄与しているかの情報を明確に社内外のステークホルダーに開示することにあります。
一方で、多くの企業では、人事戦略・施策の立案を人事部主導で実施しているため、事業戦略との連動性がやや曖昧であり、企業価値向上への貢献
レベルが不透明であると同時に、戦略に対する施策の進捗状況を評価する指標や仕組みが確立できておらず、社内外への情報開示に向けた基盤の
整備や人的資本経営の根幹となる人材マテリアリティ（重要課題）の設定に課題を感じているケースが散見されます。真の企業価値の向上には、事業
戦略と人事戦略を連動させた人材マテリアリティを定義し、人事のみならず経営陣を巻き込んで企業としてコミットする人事戦略を策定し、その効果を
測るための指標（KGI/KPI)の設定が重要です。

人的資本経営を具現化する「事業戦略との連動」をご支援する３つのコンサルティングサービス
「事業戦略との連動」とは、事業戦略と人材戦略をつなぐ人材マテリアリティ（重要課題）の特定から、人材戦略の達成度合いを示すKGIの設定、クライ
アントごとの背景や課題に沿った施策策定、施策遂行の進捗を示すKPIの設定、までを指します。
アビームコンサルティングは、独自のベンチマークデータを活用し、事業・投資家・従業員・労働市場の視点での人材マテリアリティを定義、独自の分析
ツールを使った人事施策とKGIの相関関係を分析し、統計的根拠をもった適正な施策の優先順位付けまでご支援します。根拠に基づく戦略策定・施策
計画を行うことで、形式上の人的情報開示にとどまらない実践を伴った人的資本経営推進の体制づくりに寄与します。

人的資本経営を実現する3つのポイントと「事業戦略との連動」に取り組む重要性
アビームコンサルティングは、これまで数多くの経営変革と人事変革実績によって培ってきた知見・ノウハウから要因を解析し、日本企業が人的資本
経営を実現させるためのポイントは「事業戦略との連動」「基盤づくり」「ステークホルダーとの対話」と導き出しました。
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①事業戦略との連動 ②基盤づくり ③ステークホルダーとの対話
事業戦略と人材戦略・施策をつなぐ
人材マテリアリティとKGI・KPIの設定

効果的な施策遂行のための業務・データ収集
の基盤のデジタル化、そのための人材の確保

人材戦略の達成度合・実行進捗を表す
指標の設定とモニタリング・投資家への開示

人材マテリアリティ・人材戦略策定 人的指標立案・施策計画検討 人事制度・施策設計

事業・従業員・労働市場・投資家の視点での
課題整理から、クライアント「ならでは」の人材
マテリアリティ定義・人材戦略策定・人材ポート
フォリオ策定・KGI設定を支援

人材戦略に基づく施策立案・目標 (KPI) の設
定を支援する。それと同時に、施策有効性を
論理的根拠 ( 議論 ) だけでなく統計的根拠
( データ解析 ) の両面で、適正な施策優先順
位設定を支援

自社の事業特性を勘案し、人材戦略達成のた
めの差別化を測る人事制度・施策の立案する。
また、実現に際しての、事業部門を巻き込んだ
推進・チェンジマネジメントまで一貫して支援
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アビームコンサルティングは、論理的根拠（議論）と統計的根拠（データ）をもとに企業を構成する事業・従業員・労働市場・投資家の多面的な視点から、
人的資本経営の核となる戦略作りを「全社で合意できる」形で推進し、企業価値の向上を実現します。
既存の事業戦略に基づき、独自のベンチマークやフレームワーク、解析ツールを活用し、①人材マテリアリティ定義、②人事戦略立案・KGI設定、③人事
制度・施策立案、④施策の取捨選択（優先順位付け）・KPI設定、の大きく4段階のアプローチで取り組みを支援します。
確立されたアプローチをもとに、企業独自の人材マテリアリティを明文化し、人事のみならず経営陣を巻き込んだ、企業としてのコミットメントを表明する
ための人事戦略を立案するだけでなく、実践に向けた各種施策の適切な投資計画・KGI/KPI策定を通じて形式上の人的情報開示にとどまらない実践
を伴った人的資本経営の実現を支援します。

当該サービスのアプローチ

人材マテリアリティ
定義

人事戦略立案
・KGI設定

人事制度・施策
立案

施策の取捨選択・
KPI設定

1.人材マテリアリティ定義・人材戦略策定

企業が抱える課題

自社固有の人的課題が具体化できず、他社との差別化ができていない
事業ニーズを鑑みた人材ポートフォリオが作成できていない
現在地（As-Is）とあるべき姿（To-Be）のギャップを測るデータが無く、客観的指標に基づくKGIの設定ができない

ご支援内容

事業・従業員・労働市場・投資家の視点での課題整理から、
クライアント「ならでは」の人材マテリアリティ定義・人材
戦略策定・人材ポートフォリオ策定・KGI設定を支援 

本サービスの提供価値

アビームコンサルティングが保有する独自テンプレートによる
人材マテリアリティ設定のための議論、ベンチマークデータを
用いた分析・指標ライブラリにより、会社全体として合意が
できるマテリアリティ・戦略の策定が可能

2.人的指標立案・施策計画検討

企業が抱える課題

人材戦略と施策が連動しておらず優先順位がつけられていない
施策の達成状況を測る適切なKPIが設定されていない

ご支援内容

人材戦略に基づく施策立案・目標(KPI)の設定を支援
支援施策有効性を論理的根拠(議論)だけでなく統計的
根拠(データ解析)の両面で、適正な施策優先順位設定を支援 

本サービスの提供価値

人的資本を理解したデータアナリストが当社独自の分析ツー
ル（Digital 人的資本 Data Analytics）を活用し、統計的
根拠に基づく適正な施策の優先順位付けが可能

3.人事制度・施策設計

企業が抱える課題

他社との差別化や、事業の特性を活かした制度設計・施策ができていない
施策を実現する事業側を巻き込んだ推進ができず、効果的な打ち手になっていない

ご支援内容

自社の事業特性を勘案し、人材戦略達成のための差別化を
測る人事制度・施策の立案実現に際しての事業部門を巻き
込んだ推進・チェンジマネジメントまで一貫して支援 

本サービスの提供価値

アビームコンサルティング自体が実施してるの独自の人事
制度・施策設計の活用
幅広い業界に向けた人事変革の知見・ノウハウに基づく
制度設計、DX推進のコンサルタントがプロセス・ITが重荷に
ならない人事制度・施策を設計


